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「はじめまして」    

この一秒ほどの短い言葉に  一生のときめきを感じることがある  

「ありがとう」  

この一秒ほどの短い言葉に  人の優しさを知ることがある  

「がんばって」   

この一秒ほどの短い言葉で  勇気がよみがえってくることがある  

「おめでとう」   

この一秒ほどの短い言葉で  しあわせにあふれることがある   

「ごめんなさい」  

この一秒ほどの短い言葉に  人の弱さを見ることがある  

「さようなら」  

この一秒ほどの短い言葉が  一生の別れになる時がある   

一秒に喜び  一秒に泣く    一生懸命   一秒  

 

この詩は、小泉吉宏さんの「一秒の言葉」という作品で、道徳の教科書やコマーシャル

にも使われている詩です。  

 

 私たちにとって、たった一秒でできることはほとんどありません。しかし、私たちは一

秒ほどで自分の気持ちを伝えることは可能です。特に、「ありがとう」という言葉で優し

さや感謝の気持ちを伝えることはとても大切だと考えています。感謝の言葉は相手も自分

も気持ちよくすることができます。  

 一方、同じ一秒の言葉でも「あっちへ行け」などのマイナスの言葉はどうでしょうか。

言われた側の人は傷つき、長い時間悩み続け、大切な時間を、嫌な気持ちで過ごすことに

なってしまいます。  

私は小泉さんのこの詩から、人はたった一秒ほどの短い言葉で素晴らしい仲間づくりが

できるし、反対に、たった一秒ほどの短い言葉で辛い人間関係となってしまうことがある

ことに気づかされました。  

人生は一秒の連続です。同じ一秒なら、相手を思いやり、互いが幸せになる言葉を伝え

あうことが必要ではないでしょうか。そして、「一生懸命一秒」を大切にしてみませんか。

生徒のみなさんには、自分の人生をより良く生き「ウエルビーイング」な学校生活、そし

てその先の社会をめざしてほしいと願っています。  

 

 さて、新年度がスタートしました。本校の教育活動を実践していくうえで、保護者の皆

様のご協力は不可欠です。本校のスクールミッションである「自分の人生をより良く生き

ようとする生徒を育て、社会のウエルビーイングを実現する」ということにご理解をいた

だき、ぜひお力添えをお願いいたします。  

 豊明高等支援学校では教職員が一丸となって、生徒の「自分の人生をより良く生きてい

きたいという思い」を、全力で応援してまいります。  


